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『
日
本
書
紀
』
仏
教
伝
来
記
事
と
末
法
思
想
(そ
の
一
)
吉
田
一
彦
要
旨
『
日
本
書
紀
』
に
は
仏
教
の
伝
来
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
記
事
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
続
い
て
、
蘇
我
氏
な
ど
仏
教
興
隆
派
と
物
部
氏
、
中
臣
氏
な
ど
廃
仏
派
と
が
争
っ
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
か
つ
て
は
、
そ
れ
ら
を
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
も
の
だ
と
評
価
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
仏
教
伝
来
記
事
に
は
経
典
や
仏
書
の
文
章
や
文
言
が
多
数
用
い
ら
れ
て
お
り
、
『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階
に
お
け
る
作
文
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
続
く
記
事
に
も
史
実
と
は
見
な
せ
な
い
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
創
作
史
話
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
で
は
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
を
書
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
。
小
論
は
こ
の
課
題
の
解
明
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
"
日
本
書
紀
、
末
法
思
想
、
廃
仏
と
三
宝
興
隆
、
創
作
史
話
、
道
慈
は
じ
め
に
一
仏
教
伝
来
記
事
の
典
拠
(以
上
本
号
)
二
仏
教
伝
来
の
年
次
の
設
定
三
中
国
に
お
け
る
末
法
思
想
と
末
法
初
年
四
末
法
と
廃
仏
五
『
日
本
書
紀
』
の
仏
教
関
係
記
事
の
読
解
六
『
日
本
書
紀
』
の
仏
教
関
係
記
事
の
構
想
と
道
慈
む
す
び
は
じ
め
に
『
日
本
書
紀
』
は
、
欽
明
十
三
年
(五
五
二
)
十
月
条
に
仏
教
伝
来
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
百
済
の
聖
明
王
が
使
者
を
派
遣
し
、
欽
明
天
皇
に
釈
迦
仏
の
金
銅
仏
、
幡
蓋
、
経
論
を
献
上
し
て
、
わ
が
国
に
は
じ
め
て
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
大
変
よ
く
知
ら
れ
た
有
名
な
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ま
た
聖
明
王
が
欽
明
に
宛
て
た
「表
」
の
文
、
欽
明
が
使
者
に
応
え
た
と
い
う
「詔
」
の
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
仏
教
は
五
五
二
年
に
わ
が
国
の
欽
明
天
皇
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
ヽ
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
記
事
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
仏
教
経
典
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
文
章
が
、
一
部
改
変
さ
れ
　ユ
　
た
上
で
、
三
箇
所
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
経
典
あ
る
い
は
中
国
の
仏
書
に
依
拠
し
た
と
見
ら
れ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
は
、
唐
の
長
元
三
年
(七
〇
三
)
に
義
浄
が
漢
訳
し
た
も
の
で
、
そ
の
漢
文
の
文
章
が
成
立
し
た
の
は
七
〇
三
年
で
あ
る
。
そ
れ
が
五
五
二
年
の
上
表
文
や
詔
の
文
章
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
と
い
う
の
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏
教
伝
来
記
事
は
、
五
五
二
年
も
し
く
は
そ
の
し
ば
ら
く
後
に
書
き
と
ど
め
ら
れ
た
何
ら
か
の
記
録
が
忠
実
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
も
し
原
資
料
が
あ
る
の
な
ら
、
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
者
た
ち
が
七
〇
三
年
以
降
に
そ
れ
に
大
き
く
加
筆
増
補
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
そ
う
で
な
い
な
ら
、
編
纂
者
た
ち
が
全
く
新
し
く
作
文
し
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
そ
の
よ
う
な
作
業
を
行
な
っ
た
の
か
。
ま
た
欽
明
十
三
年
(五
五
二
)
と
い
う
伝
来
の
年
次
は
ど
う
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
井
上
薫
氏
は
、
い
く
つ
か
の
状
況
証
拠
か
ら
考
え
る
に
、
こ
　　
　
の
記
事
の
作
文
に
関
わ
っ
た
の
は
道
慈
で
あ
る
と
論
じ
た
。
道
慈
(六
七
〇
前
後
～
七
四
四
)
は
、
大
宝
二
年
(七
〇
二
)
の
遣
唐
使
に
随
っ
て
入
唐
し
、
長
安
の
西
明
寺
な
ど
で
留
学
生
活
を
送
っ
て
、
養
老
二
年
(七
一
八
)
に
帰
国
し
た
僧
で
あ
る
。
帰
国
後
は
、
国
家
の
仏
教
の
中
枢
で
活
躍
し
、
長
屋
王
や
藤
原
氏
と
の
親
交
も
深
く
、
国
家
の
仏
教
政
策
の
立
案
に
も
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
井
上
氏
は
、
唐
で
新
た
に
翻
訳
さ
れ
た
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
の
は
道
慈
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、
そ
の
文
章
を
用
い
て
仏
教
伝
来
記
事
の
文
を
作
っ
た
の
も
道
慈
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
説
い
た
。
こ
の
説
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
大
き
な
影
　ヨ
　
響
を
与
え
、
研
究
は
深
化
し
て
い
っ
た
。
近
年
、
仏
教
伝
来
記
事
を
作
文
し
た
の
は
、
僧
の
道
慈
と
見
る
よ
り
も
俗
人
と
推
定
す
る
べ
き
で
あ
り
、
た
と
え
ば
山
田
　　
　
史
御
方
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
提
起
さ
れ
た
が
、
別
に
　ら
　
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
説
は
疑
問
で
、
や
は
り
道
慈
と
見
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
　　
　
て
い
る
。
五
五
二
年
と
い
う
伝
来
の
年
次
は
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。
私
は
、
か
つ
て
田
村
　　
　
圓
澄
氏
や
益
田
宗
氏
ら
が
論
じ
よ
う
に
、
こ
れ
は
末
法
思
想
に
基
づ
い
て
『
日
本
書
紀
』
編
纂
者
に
よ
っ
て
意
図
的
に
設
定
さ
れ
た
年
次
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
先
行
研
究
は
、
編
纂
者
が
ど
の
よ
う
な
構
想
で
こ
の
年
次
に
設
定
し
た
の
か
を
解
明
で
き
て
お
ら
ず
、
中
国
史
料
と
の
比
較
検
討
も
は
な
は
だ
不
十
分
で
あ
る
。
小
論
は
、
そ
う
し
た
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
、
『
日
本
書
紀
』
仏
教
伝
来
記
事
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
一
連
の
記
事
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
、
ど
の
よ
う
な
文
献
が
用
い
ら
れ
て
文
章
が
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
年
次
の
設
定
は
ど
の
よ
う
な
思
想
に
立
脚
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
一
連
の
記
事
は
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
書
か
れ
　　
　
て
い
る
の
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
記
事
は
、
何
ら
か
原
資
料
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
『
日
本
書
紀
』
編
纂
者
に
よ
り
て
、
一
定
の
構
想
の
も
と
に
書
か
れ
た
創
作
史
話
と
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
で
は
そ
の
作
者
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
思
想
に
立
脚
し
て
こ
れ
ら
の
話
を
作
っ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
の
読
解
は
、
六
世
紀
の
歴
史
の
解
明
で
は
な
く
、
む
し
ろ
『
日
本
書
紀
』
が
書
か
れ
た
八
世
紀
初
頭
の
、
政
府
中
枢
部
の
思
想
を
解
明
す
る
作
業
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
困
難
だ
が
魅
力
的
な
課
題
と
な
ろ
う
し
、
『
日
本
書
紀
』
と
い
う
扱
い
の
容
易
で
な
い
史
料
を
、
使
え
る
史
料
と
し
て
再
評
価
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
る
。
以
下
、
読
解
を
試
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
一
仏
教
伝
来
記
事
の
典
拠
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
使
用
最
初
に
、
『
日
本
書
紀
』
仏
教
伝
来
記
事
に
ど
の
よ
う
な
経
典
、
仏
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
私
な
り
の
検
索
・
調
査
の
成
果
を
加
え
て
詳
論
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
、
『
日
本
書
紀
』
欽
明
十
三
年
(五
五
二
)
十
月
条
の
仏
教
伝
来
記
事
の
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。
せ
い
ほ
う
き
し
だ
ち
そ
ち
ぬ
り
し
ち
冬
十
月
に
百
済
の
聖
明
王
〈更
の
名
は
聖
王
〉
西
部
姫
氏
達
率
怒
?
斯
致
契
等
を
遣
し
て
、
釈
迦
仏
の
金
銅
像
一
?
・
幡
蓋
若
干
・
経
論
若
干
巻
を
献
る
つ
う
り
い
は
い
く
ど
く
た
た
る
。
別
に
表
し
て
、
流
通
・
礼
拝
の
功
徳
を
讃
へ
て
云
く
、
「是
の
法
は
、
諸
法
の
中
に
最
も
殊
勝
た
り
。
解
し
難
く
入
り
難
し
。
周
公
・
孔
子
も
、
尚
む
り
や
う
む
へ
ん
ふ
く
と
く
く
わ
ぽ
う
し
知
る
こ
と
能
は
ず
。
此
の
法
は
、
能
く
無
量
無
辺
、
福
徳
果
報
を
生
じ
、
な
い
し
な
乃
至
は
無
上
の
菩
提
を
成
弁
す
。
讐
へ
ば
、
人
の
、
随
意
の
宝
を
懐
き
て
、
し
た
が
こ
と
こ
と
く
こ
こ
ろ
ま
に
ま
用
う
べ
き
所
に
逐
ひ
、
尽
に
情
の
依
な
る
が
如
く
、
此
の
妙
法
の
宝
ま
た
し
か
と
も
ま
た
そ
も
亦
復
然
な
り
。
祈
願
す
る
こ
と
情
の
依
に
し
て
、
乏
し
き
所
無
し
。
且
夫
こ
い
た
し
た
が
う
た
も
れ
、
遠
く
は
天
竺
よ
り
、
爰
に
三
韓
に
泊
之
?
る
ま
で
に
、
教
に
依
ひ
奉
け
持
し
ん
め
い
ば
い
ち
て
、
尊
敬
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
是
に
由
り
て
、
百
済
王
臣
明
、
謹
み
て
陪
し
ん
ぬ
り
し
ち
け
い
臣
怒
?
斯
致
契
を
遣
し
て
、
帝
国
に
伝
へ
奉
り
て
、
畿
内
に
流
通
せ
し
む
。
仏
の
『
我
が
法
は
東
流
せ
む
』
と
記
せ
る
を
果
た
す
な
り
」
と
。
を
は
く
わ
ん
ぎ
よ
う
や
く
是
の
日
に
、
天
皇
、
聞
き
已
り
て
、
歓
喜
踊
躍
し
、
使
者
に
詔
し
て
云
は
こ
の
か
た
く
、
「朕
、
昔
よ
り
来
、
未
だ
曾
て
是
の
如
く
微
妙
の
法
を
聞
く
こ
と
得
さ
だ
ず
。
然
れ
ど
も
、
朕
自
ら
決
む
ま
じ
」
と
。
乃
ち
群
臣
に
歴
間
し
て
曰
く
、
せ
い
ば
ん
ゐ
や
ま
「西
蕃
の
献
れ
る
仏
の
相
貌
、
端
厳
に
し
て
全
く
未
だ
曾
て
看
ず
。
礼
ふ
べ
き
や
以
不
や
」
と
。
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
禰
奏
し
て
曰
く
、
「
西
蕃
の
諸
国
、
一
に
皆
礼
ふ
。
豊
秋
日
本
、
豊
独
り
背
か
む
や
」
と
。
物
部
大
連
尾
輿
・
中
臣
連
鎌
子
、
同
じ
く
奏
し
て
曰
く
、
「我
が
国
家
の
、
天
下
に
王
た
る
は
、
恒
に
天
地
社
稷
の
百
八
十
神
を
以
ち
て
、
春
夏
秋
冬
、
祭
拝
す
る
を
事
と
す
。
方
今
し
、
改
め
て
蕃
神
を
拝
ま
ば
、
恐
る
ら
く
は
国
神
の
怒
を
致
さ
む
」
と
。
天
皇
曰
く
、
「情
願
す
る
人
稲
目
宿
禰
に
付
し
て
、
試
に
礼
拝
せ
し
む
べ
き
ん
え
つ
や
け
ね
も
こ
ろ
し
」
と
。
大
臣
、
跪
き
て
受
け
て
忻
悦
し
、
小
墾
田
の
家
に
安
置
す
。
懃
む
く
は
ら
に
出
世
の
業
を
修
め
、
因
り
て
向
原
の
家
を
浄
捨
し
て
寺
と
為
す
。
お
こ
よ
つ
ざ
ん
ひ
さ
い
よ
い
よ
後
に
、
国
に
疫
気
行
り
て
、
民
夭
残
を
致
す
。
久
に
し
て
愈
多
く
、
治
療
す
る
こ
と
能
は
ず
。
物
部
大
連
尾
輿
・
中
臣
連
鎌
子
、
同
じ
く
奏
し
て
曰
く
、
「昔
日
臣
が
計
を
須
ゐ
ず
し
て
、
斯
の
病
死
を
致
せ
り
。
今
し
遠
か
ら
よ
ろ
こ
び
ね
も
こ
ろ
ず
し
て
復
さ
ば
、
必
ず
当
に
慶
有
る
ベ
し
。
早
く
投
げ
棄
て
て
、
懃
に
後
の
福
を
求
む
ベ
し
」
と
。
天
皇
曰
く
、
「奏
に
依
れ
」
と
。
有
司
、
乃
ち
つ
仏
像
を
以
ち
て
、
難
波
の
堀
江
に
流
し
棄
て
、
復
火
を
伽
藍
に
縦
く
。
焼
き
つ
燼
き
て
更
余
無
し
。
是
に
、
天
に
風
雲
無
く
し
て
、
忽
に
大
殿
に
災
あ
り
。
こ
の
う
ち
、
聖
明
王
の
上
表
文
の
「是
法
、
於
諸
法
中
、
最
為
殊
勝
、
難
解
難
入
、
周
公
孔
子
尚
不
能
知
、
此
法
能
生
、
無
量
無
辺
、
福
徳
果
報
、
乃
至
成
弁
、
無
上
菩
提
」
と
い
う
文
章
は
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
寿
量
品
の
「是
金
光
明
最
勝
王
経
、
於
諸
経
中
、
最
為
殊
勝
、
難
解
難
入
、
声
聞
独
覚
所
不
能
知
、
此
経
能
生
、
無
量
無
辺
、
福
徳
果
報
、
乃
至
成
弁
、
無
上
菩
提
」
と
い
う
文
章
を
用
い
、
こ
れ
を
一
部
改
変
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
は
、
「是
金
光
明
最
勝
王
経
」
を
「
是
法
」
に
、
ま
た
「
声
聞
独
覚
」
を
「
周
公
孔
子
」
に
変
え
、
「所
」
を
「尚
」
に
、
「経
」
を
「法
」
に
変
え
て
い
る
が
、
他
は
経
文
と
同
一
で
あ
る
。
次
に
、
『
目
本
書
紀
』
の
「讐
如
人
懐
随
意
宝
、
逐
所
須
用
尽
依
情
、
此
妙
法
宝
亦
復
然
、
祈
願
依
情
無
所
乏
」
は
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
四
天
王
護
国
品
の
長
行
頒
の
「如
人
室
有
妙
宝
篋
/
随
所
受
用
悉
従
心
/
最
勝
王
経
亦
復
然
/
福
徳
随
心
無
所
乏
」
を
改
変
し
て
文
章
が
作
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
欽
明
の
反
応
に
つ
い
て
記
す
『
日
本
書
紀
』
の
「
是
日
、
天
皇
聞
已
、
歓
喜
踊
躍
、
詔
使
者
云
、
朕
従
昔
来
、
未
曾
得
聞
、
如
是
微
妙
之
法
、
然
朕
不
自
決
」
も
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
四
天
王
護
国
品
の
「爾
時
四
天
王
聞
是
頌
巳
、
歓
喜
踊
躍
、
白
仏
言
、
世
尊
我
従
昔
来
、
未
曾
得
聞
、
如
是
甚
深
微
妙
之
法
、
心
生
悲
喜
、
涕
涙
交
流
」
を
用
い
て
文
章
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
判
明
し
て
い
る
。
周
公
孔
子
『
日
本
書
紀
』
は
、
な
ぜ
経
文
の
「声
聞
独
覚
」
を
「
周
公
孔
子
」
と
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
文
は
、
こ
の
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
教
え
は
諸
々
の
仏
教
経
典
の
中
で
最
も
す
ぐ
れ
て
お
り
、
解
し
が
た
く
、
入
り
が
た
く
、
声
聞
・
独
覚
の
よ
う
な
大
乗
仏
教
以
外
の
仏
教
修
行
者
に
は
知
る
こ
と
の
な
い
境
地
で
あ
る
、
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
『
日
本
書
紀
』
の
よ
う
に
改
変
す
る
と
、
こ
の
仏
法
の
教
え
は
も
ろ
も
ろ
の
法
(真
理
、
教
え
)
の
中
で
最
も
す
ぐ
れ
て
お
り
、
解
し
が
た
く
、
入
り
が
た
く
、
周
公
・
孔
子
の
よ
う
な
儒
教
の
聖
人
に
は
知
る
こ
と
の
な
い
境
地
で
あ
る
、
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
。
こ
れ
は
仏
教
の
立
場
か
ら
、
儒
教
を
低
く
評
価
し
た
文
章
に
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
条
の
作
文
者
は
ど
の
よ
う
な
見
地
か
ら
こ
う
し
た
改
変
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
上
で
勘
案
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
中
国
に
お
け
る
儒
仏
道
三
教
の
抗
争
と
融
和
の
複
雑
な
歴
史
お
よ
び
そ
の
文
献
で
あ
る
。
中
国
で
は
儒
教
、
仏
教
、
道
教
の
三
教
が
し
ば
し
ば
対
立
し
、
儒
家
や
道
家
と
仏
家
と
の
間
で
、
そ
の
優
劣
を
め
ぐ
る
激
し
い
論
戦
が
行
な
わ
れ
た
。
国
家
が
そ
れ
に
介
入
し
て
、
三
つ
の
う
ち
の
一
つ
も
し
く
は
二
つ
を
弾
圧
す
る
と
い
う
出
来
事
も
何
回
か
起
こ
っ
た
。
国
家
が
行
な
っ
た
「廃
仏
」
と
し
て
は
、
北
魏
の
太
武
帝
の
廃
仏
、
北
周
の
武
帝
の
廃
仏
、
唐
の
武
宗
の
廃
仏
、
後
周
の
世
宗
の
廃
仏
が
大
規
模
な
仏
教
弾
圧
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
宗
教
間
の
争
い
に
つ
い
て
記
述
す
る
文
献
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
仏
教
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
に
道
宣
『
広
弘
明
集
』
(大
正
新
修
大
蔵
経
第
五
二
巻
、
以
下
「大
五
二
」
の
よ
う
に
　　
　
略
記
す
る
)
が
あ
る
。
そ
の
巻
五
～
十
一
に
は
、
仏
教
に
懐
疑
的
、
敵
対
的
、
弾
圧
的
で
あ
っ
た
人
物
た
ち
の
言
動
が
詳
し
く
引
用
、
紹
介
さ
れ
、
ま
た
仏
教
側
か
ら
の
反
論
の
様
子
も
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
仏
教
伝
来
記
事
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
一
連
の
記
事
を
読
解
す
る
上
で
、
大
い
に
参
考
に
な
る
。
「周
公
孔
子
」
と
い
う
文
言
は
、
そ
う
し
た
論
戦
の
中
で
書
か
れ
た
文
章
に
典
拠
を
求
め
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。
『
広
弘
明
集
』
巻
五
に
は
、
斉
の
沈
約
と
陶
華
陽
と
の
論
争
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
沈
約
「均
聖
論
」
(
}
二
一
頁
下
段
、
以
下
二
二
一
C
」
の
よ
う
に
略
記
す
る
)
に
「周
孔
の
二
聖
は
宗
条
稍
々
広
し
。
(中
略
)
惑
者
又
云
ふ
、
若
し
釈
氏
の
書
の
如
く
、
咸
な
縁
報
の
業
有
ら
ば
、
則
ち
禹
湯
文
武
も
並
に
?
刳
を
受
け
、
周
公
孔
子
も
鼎
?
に
入
ら
ん
と
。
是
れ
何
ぞ
見
道
に
迷
ふ
こ
と
、
斯
く
の
若
く
之
れ
篤
き
や
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
陶
隠
居
(陶
華
陽
)
は
「均
聖
論
を
難
ず
」
(
一
二
二
A
B
)
に
お
い
て
、
「周
公
の
言
は
ざ
る
は
恐
ら
く
は
未
だ
出
で
ざ
る
に
由
ら
ん
」
「夫
れ
立
人
の
道
を
仁
と
義
と
日
ふ
、
周
孔
云
ふ
所
の
、
声
を
聞
い
て
は
食
は
ず
、
斬
伐
時
有
り
と
は
、
蓋
し
大
い
に
仁
義
の
道
を
明
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
沈
約
「陶
華
陽
に
答
ふ
」
(
一
二
二
B
)
で
は
、
「
周
公
孔
子
の
漸
く
仁
側
を
弘
む
る
こ
と
、
前
論
已
に
詳
ら
か
な
り
」
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
、
仏
教
と
儒
教
の
優
劣
が
論
じ
ら
れ
る
中
で
「
周
公
孔
子
」
の
評
価
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
書
巻
六
(
一
二
七
A
)
に
は
、
「唐
の
特
進
鄭
公
議
徴
が
策
に
百
条
有
り
。
其
の
一
条
に
曰
く
、
仏
経
の
興
行
、
早
晩
の
得
失
を
問
ふ
。
(中
略
)
孔
子
周
公
安
ん
ぞ
能
く
述
べ
ん
や
」
と
あ
っ
て
、
「孔
子
周
公
」
が
仏
教
と
比
較
対
照
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
巻
十
一
の
「傅
奕
の
仏
僧
を
廃
省
す
る
表
を
上
る
に
箴
が
え
き
す
」
(
一
六
〇
A
)
に
も
こ
う
し
た
文
言
が
見
え
る
。
傅
奕
は
唐
の
廃
仏
論
者
で
、
も
と
道
士
。
六
二
一
年
、
十
一
条
に
わ
た
っ
て
仏
教
批
判
を
展
開
す
る
な
ど
、
執
拗
に
仏
教
を
攻
撃
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
仏
僧
を
廃
省
す
る
表
の
「虞
夏
湯
姫
は
、
政
、
周
孔
の
教
に
符
す
と
」
と
い
う
文
言
に
対
し
て
、
「箴
に
曰
く
、
周
公
孔
子
は
並
び
に
是
国
臣
な
り
(後
略
)
」
と
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、
同
書
巻
四
(
一
一
二
A
)
に
は
、
仏
教
に
深
く
傾
倒
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
梁
の
武
帝
の
「梁
の
武
帝
道
法
に
事
ふ
る
こ
と
を
捨
つ
る
詔
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
(法
琳
『
弁
正
論
』
巻
八
、
道
世
『
法
苑
珠
林
』
巻
五
五
な
ど
に
も
掲
載
)
、
そ
こ
に
は
「老
子
周
公
孔
子
等
是
れ
如
来
の
弟
子
な
り
と
錐
も
、
而
も
化
　
既
に
邪
な
り
。
止
だ
是
れ
世
間
の
善
に
し
て
、
凡
を
革
め
て
聖
と
な
す
こ
と
能
は
ず
」
と
あ
っ
て
、
仏
教
の
立
場
か
ら
老
子
と
周
公
・
孔
子
が
低
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、
巻
四
に
は
彦
琮
の
「通
極
論
并
序
」
(
一
一
四
B
)
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「た
と
ひ
周
公
の
礼
を
制
し
楽
を
作
る
も
、
孔
子
の
易
を
述
べ
詩
を
刪
す
る
も
、
予
賜
が
言
語
も
、
商
偃
が
文
学
も
、
爰
に
及
ば
ん
や
」
と
あ
っ
て
、
仏
の
偉
大
さ
が
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
伝
来
記
事
が
経
文
を
改
変
し
て
「周
公
孔
子
」
と
い
う
文
言
を
こ
と
さ
ら
に
用
い
、
儒
教
を
仏
教
よ
り
も
下
位
に
評
価
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
中
国
に
お
け
る
論
争
に
影
響
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
我
法
東
流
次
に
、
仏
教
伝
来
記
事
の
「
仏
の
『
我
法
東
流
』
と
記
す
を
果
た
す
な
り
」
と
い
う
部
分
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
谷
川
士
清
、
　ね
　
河
村
秀
根
・
益
根
の
指
摘
以
来
、
『
大
般
若
経
』
難
聞
功
徳
品
(巻
三
〇
二
、
大
六
、
五
三
九
B
)
の
「甚
だ
深
き
般
若
波
羅
密
多
、
我
が
滅
度
の
已
後
、
時
後
、
分
後
の
五
百
歳
に
、
東
北
方
に
於
い
て
、
当
に
広
く
流
布
す
べ
し
」
に
依
拠
す
る
表
記
だ
と
見
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
が
舎
利
子
に
応
え
る
と
い
う
形
で
、
完
全
な
る
智
慧
(仏
法
の
こ
と
〉
は
仏
滅
後
五
百
年
の
の
ち
に
東
北
方
で
広
く
流
布
す
る
と
予
言
す
る
く
だ
り
で
あ
る
が
、
仏
教
伝
来
記
事
も
、
仏
が
「わ
が
法
は
東
流
す
」
と
記
し
た
こ
と
を
果
た
し
た
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
予
言
と
結
果
と
が
合
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
両
者
の
対
応
を
認
め
て
よ
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
私
に
は
、
仏
滅
後
五
百
年
と
す
る
年
数
が
合
致
し
な
い
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
年
数
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
記
事
を
読
解
す
る
上
で
重
大
な
論
点
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「仏
法
東
流
」
あ
る
い
は
「仏
法
東
漸
」
「仏
法
東
伝
」
と
い
う
の
は
経
典
や
中
国
の
仏
書
の
き
ま
り
文
句
で
、
仏
法
の
流
通
に
つ
い
て
の
根
本
思
想
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
仏
法
は
東
の
方
に
伝
わ
っ
て
い
く
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
ま
た
、
仏
法
が
中
国
に
伝
わ
っ
た
こ
と
自
体
を
こ
れ
ら
の
文
言
で
表
現
し
た
。
た
と
え
ば
、
道
宣
『
四
分
律
行
事
鈔
』
上
(大
四
〇
、
二
B
)
に
は
、
「仏
法
東
流
し
て
よ
り
幾
ん
ど
六
百
載
」
と
あ
り
、
同
『
続
高
僧
伝
』
巻
十
七
(大
五
〇
、
五
六
四
A
)
に
も
、
「仏
法
東
流
し
て
よ
り
幾
ん
ど
六
百
載
」
と
あ
る
。
ま
た
『
広
弘
明
集
』
巻
十
の
任
道
林
の
意
見
書
(大
五
四
、
一
五
四
B
、
一
五
五
B
)
に
は
、
「仏
教
東
伝
し
て
時
七
代
過
ぎ
た
り
」
「釈
教
東
伝
し
て
よ
り
時
五
百
を
経
」
と
あ
り
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
九
十
八
(大
五
三
、
一
〇
一
二
c
)
に
は
、
「
仏
法
東
流
し
て
よ
り
以
て
こ
の
か
た
、
震
旦
に
已
に
三
度
諸
の
悪
王
、
仏
を
廃
損
す
る
こ
と
を
な
せ
り
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
法
琳
『
破
邪
論
』
(大
五
二
、
四
八
七
B
、
な
お
同
書
は
『
広
弘
明
集
』
に
も
収
め
る
)
に
は
、
「後
漢
の
明
帝
永
平
十
年
に
始
り
て
巳
来
、
仏
法
東
流
し
て
、
政
は
十
代
を
経
て
、
年
は
将
に
六
百
」
と
あ
る
。
中
国
で
は
、
仏
法
の
初
伝
を
こ
れ
ら
の
語
で
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
仏
教
伝
来
記
事
は
仏
法
の
初
伝
は
「東
流
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
こ
う
し
た
表
現
に
依
拠
し
て
作
文
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
西
蕃
仏
教
伝
来
記
事
に
は
、
「
西
蕃
」
の
語
が
二
度
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「帝
国
」
と
対
照
さ
せ
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
(な
お
「帝
国
」
の
語
は
『
目
本
書
紀
』
で
は
こ
こ
に
し
か
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
『古
事
記
』
に
も
見
え
な
い
)、
ま
た
仏
法
は
「東
流
」
す
る
の
だ
か
ら
西
の
方
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
表
現
に
も
な
っ
て
い
る
。
中
国
の
仏
書
に
は
、
仏
教
が
「西
蕃
」
に
起
こ
り
、
「西
蕃
」
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
う
記
述
が
い
く
つ
も
見
え
る
。
た
と
え
ば
『
法
苑
珠
林
』
巻
五
五
(大
五
三
、
七
〇
一
A
)
に
は
、
「仏
法
、
本
西
蕃
よ
り
出
つ
る
」
と
見
え
、
そ
の
直
前
に
「修
多
、
西
蕃
よ
り
出
で
、
名
号
周
孔
に
伝
ふ
る
こ
と
な
し
」
と
あ
る
。
後
者
は
修
多
(経
典
)
は
周
孔
の
時
代
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
仏
教
と
周
公
・
孔
子
と
の
対
比
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
一
(大
五
〇
、
二
二
三
A
)
に
は
、
「僧
あ
り
、
字
を
玄
奘
、
西
蕃
に
入
ら
ん
と
欲
す
」
と
あ
り
、
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
巻
一
(大
五
一
、
　
c
)
に
は
、
「是
に
お
い
て
西
蕃
を
巡
り
渉
り
て
東
夏
に
至
る
」
な
ど
と
あ
る
。
中
国
か
ら
求
法
の
旅
に
出
た
僧
た
ち
は
、
「西
蕃
」
に
仏
法
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
仏
教
伝
来
記
事
の
表
現
は
こ
う
し
た
観
念
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
も
う
一
つ
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
内
部
に
お
い
て
は
、
「
西
蕃
」
と
い
う
観
念
が
神
功
皇
后
紀
の
記
述
を
承
け
て
お
り
、
こ
れ
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
相
貌
端
厳
　
仏
教
伝
来
記
事
に
は
、
欽
明
が
「群
臣
」
た
ち
に
「西
蕃
」
の
仏
は
「相
貌
端
厳
」
で
あ
っ
て
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
礼
う
べ
き
か
い
な
か
、
と
間
う
く
だ
り
が
あ
る
。
こ
こ
の
「相
貌
端
厳
」
も
経
典
・
仏
書
に
依
拠
し
た
表
現
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
仏
説
大
乗
荘
厳
宝
王
経
』
巻
二
(大
二
五
、
五
五
A
)
に
は
「其
の
現
身
す
る
と
こ
ろ
相
貌
端
厳
に
し
て
殊
に
色
は
希
奇
な
り
」
、
あ
る
い
は
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
巻
八
(大
二
四
、
三
三
A
)
に
は
「威
徳
は
勇
猛
に
し
て
相
貌
端
厳
」
、
ま
た
『
仏
説
最
上
秘
密
那
拏
天
経
』
巻
一
(大
二
一
、
三
六
〇
B
)
に
は
「然
る
に
一
童
女
の
相
貌
端
厳
な
る
を
択
び
て
」
と
見
え
る
。
だ
が
、
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
虚
空
蔵
菩
薩
神
呪
経
』
巻
一
(大
一
三
、
六
五
七
B
)
に
「
其
堂
に
皆
端
厳
な
る
天
女
有
り
て
」
と
あ
り
、
つ
づ
け
て
(六
五
八
A
)
「所
行
の
相
貌
知
る
こ
と
能
は
ず
」
と
あ
る
こ
と
や
、
『
法
華
経
』
巻
一
の
序
品
に
「種
々
の
相
貌
」
と
あ
り
、
し
ば
ら
く
あ
と
に
「身
の
色
は
金
山
の
如
く
、
端
厳
に
し
て
甚
だ
微
妙
な
る
こ
と
」
と
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
後
者
の
「甚
微
妙
」
と
い
う
文
言
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
と
も
共
通
し
て
お
り
、
仏
教
伝
来
記
事
に
　
ロ
　
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
類
似
の
表
現
は
、
た
と
え
ば
道
宣
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
中
巻
第
十
四
(大
五
二
、
四
一
七
Ｃ
)
に
「形
相
端
厳
」
な
ど
と
見
え
る
。
仏
教
伝
来
記
事
の
記
述
は
こ
う
し
た
文
言
を
典
拠
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
蕃
神
、
百
八
十
神
、
奏
日
欽
明
の
下
問
に
対
し
、
蘇
我
稲
目
は
、
「
西
蕃
諸
国
」
は
み
な
仏
教
を
礼
っ
て
い
る
か
ら
、
わ
が
国
も
礼
う
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
「奏
日
」
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
物
部
尾
輿
と
中
臣
鎌
子
は
「我
が
国
家
の
、
天
下
に
王
た
る
は
、
恒
に
天
地
社
禝
の
百
八
十
神
を
以
ち
て
、
春
夏
秋
冬
、
祭
拝
す
る
を
事
と
す
。
方
今
し
、
改
め
て
蕃
神
を
拝
ま
ば
、
恐
る
ら
く
は
国
神
の
怒
を
致
さ
む
」
と
「奏
日
」
し
て
仏
教
を
礼
う
こ
と
に
反
対
し
た
と
あ
る
。
有
名
な
記
述
で
あ
る
。
こ
の
仏
教
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
す
で
に
津
田
左
右
吉
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
高
僧
伝
』
「竺
仏
図
澄
伝
」
に
依
拠
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
　ね
　
る
。
仏
図
澄
の
教
化
が
進
展
し
て
中
国
の
人
民
に
仏
教
が
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
出
家
が
な
さ
れ
、
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
後
趙
王
の
石
虎
は
中
書
に
対
し
て
「仏
に
事
ふ
る
こ
と
を
得
べ
き
と
な
す
や
否
や
」
と
問
う
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
書
著
作
郎
の
王
度
は
、
「
夫
れ
王
者
は
天
地
を
郊
祀
し
、
百
神
を
祭
奉
す
。
載
せ
て
祀
典
に
在
り
、
礼
に
嘗
饗
あ
り
。
仏
は
西
域
に
出
ず
。
外
国
之
神
は
、
功
、
民
に
施
さ
ず
。
天
子
諸
華
の
祠
奉
す
べ
き
所
に
非
ず
」
と
「奏
日
」
し
た
と
い
う
。
仏
教
の
受
容
に
反
対
す
る
意
見
で
あ
る
。
ま
た
、
中
書
令
の
王
波
も
王
度
と
同
意
見
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
石
虎
は
、
王
度
の
「議
」
に
は
仏
は
「外
国
之
神
」
で
あ
る
か
ら
天
子
諸
華
の
祀
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
あ
る
が
、
自
分
は
「
辺
壌
」
(辺
地
)
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
「戎
神
」
で
あ
る
仏
を
ま
つ
る
べ
き
で
あ
る
と
決
し
た
と
い
う
。
こ
れ
以
後
仏
教
が
中
国
社
会
に
広
く
流
通
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
有
名
な
話
で
あ
る
。
仏
教
伝
来
記
事
の
「蕃
神
」
と
い
う
表
記
は
、
こ
こ
の
「
外
国
之
神
」
「戎
神
」
と
い
う
表
現
を
改
作
し
て
作
文
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「外
国
」
「戎
」
で
は
な
く
「蕃
」
と
し
た
の
は
、
上
記
の
「
西
蕃
」
と
い
う
語
と
整
合
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「奏
日
」
と
い
う
表
現
も
、
こ
こ
に
見
え
る
「奏
日
」
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
た
も
の
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
欽
明
朝
の
わ
が
国
に
「奏
」
と
い
う
概
念
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
く
、
『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
「百
八
十
神
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
百
神
」
を
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
考
え
る
が
、
た
だ
「
百
八
十
」
と
い
う
数
辞
は
経
典
や
仏
書
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
「
百
神
」
の
語
は
、
他
に
も
仏
書
に
見
え
、
後
年
の
も
の
に
な
る
が
、
た
と
え
ば
志
磐
『
仏
祖
統
紀
』
(大
四
九
、
四
〇
七
B
)
に
は
、
「
天
地
百
神
」
を
ま
つ
る
と
あ
る
。
ま
た
「
百
霊
」
(『
広
弘
明
集
』
『
高
僧
伝
』
『
続
高
僧
伝
』
『
大
唐
西
域
記
』
な
ど
〉
の
よ
う
に
、
「
百
」
と
い
う
数
で
多
数
の
神
々
を
表
現
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
さ
ら
に
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
二
に
は
(大
一
二
、
七
五
二
A
)
、
「世
の
衆
生
、
八
十
神
に
事
ふ
る
こ
と
あ
り
」
と
い
う
よ
う
に
「
八
十
神
」
と
い
う
概
念
が
見
え
、
そ
れ
は
「十
二
日
、
十
二
大
天
、
五
大
星
、
北
斗
、
馬
天
、
行
道
天
、
婆
羅
堕
跋
闍
天
、
功
徳
天
、
二
十
八
宿
、
地
天
、
風
天
、
水
天
、
火
天
、
梵
天
、
楼
陀
天
、
因
提
天
、
拘
摩
羅
天
、
八
腎
天
、
摩
醯
首
羅
天
、
半
闍
羅
天
、
鬼
子
母
天
、
四
天
王
天
、
造
書
天
、
婆
藪
天
、
是
を
八
十
と
名
つ
く
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
私
の
調
べ
た
限
り
、
経
典
や
仏
書
に
「
百
八
十
神
」
は
見
あ
た
ら
な
い
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
「八
十
諸
神
」
「
八
十
魂
神
」
「八
十
萬
神
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
か
ら
(『
古
事
記
』
に
は
「
八
十
神
」
)
、
あ
る
い
は
「
百
神
」
に
「
八
十
神
」
を
加
え
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
積
極
的
な
論
拠
は
な
い
。
む
し
ろ
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
他
に
も
「
百
八
十
紐
」
「百
八
十
縫
」
(以
上
神
代
下
第
九
段
一
書
の
二
)
、
「
百
八
十
種
勝
」
(雄
略
十
五
年
条
)
、
「
百
八
十
部
」
(推
古
二
十
八
年
是
歳
条
、
孝
徳
前
紀
)
、
「
百
八
十
部
曲
」
(皇
極
元
年
十
二
月
条
)
、
二
百
八
十
艘
」
(斉
明
四
年
四
月
条
、
同
五
年
三
月
条
)
の
よ
う
に
「
百
八
十
」
と
い
う
数
辞
が
見
え
る
か
ら
、
「百
八
十
神
」
は
『
日
本
書
紀
』
編
纂
者
た
ち
が
「百
神
」
を
改
作
し
て
作
文
し
た
独
自
の
表
現
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
社
稷
　
仏
教
伝
来
記
事
に
は
、
「天
地
社
穫
の
百
八
十
神
」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
天
地
」
は
「竺
仏
図
澄
伝
」
に
依
拠
し
た
表
記
と
し
て
よ
い
が
、
「社
稷
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「社
稷
」
は
中
国
の
古
典
に
見
え
る
語
で
、
土
地
神
の
こ
と
　
ロ
　
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
ま
つ
る
祭
祀
や
そ
の
場
所
も
意
味
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
国
の
神
信
仰
に
根
ざ
し
た
、
極
め
て
中
国
的
な
観
念
、
言
葉
と
し
て
よ
い
と
思
う
。
中
国
古
代
の
王
朝
で
は
、
王
宮
内
に
東
に
宗
廟
、
西
に
社
稷
を
並
列
し
て
設
置
し
、
そ
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
唐
代
に
州
や
県
に
社
稷
の
施
設
が
設
　れ
　
置
さ
れ
、
そ
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
「社
稷
」
の
語
の
使
用
例
が
十
九
例
見
え
る
〈①
垂
仁
四
年
九
月
戊
申
、
②
同
五
年
十
月
朔
日
、
③
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
(仲
哀
九
年
四
月
)
、
④
同
摂
政
六
十
二
年
、
⑤
仁
徳
前
紀
、
⑥
仁
徳
四
十
年
二
月
、
⑦
允
恭
前
紀
、
⑧
顕
宗
前
紀
(清
寧
二
年
+
二
月
)
、
⑨
継
体
元
年
二
月
甲
午
、
⑩
継
体
二
十
一
年
八
月
朔
日
、
⑪
継
体
二
十
四
年
二
月
朔
日
、
⑫
仏
教
伝
来
記
事
、
⑬
欽
明
十
六
年
二
月
、
⑭
推
古
十
二
年
四
月
戊
辰
(憲
法
+
七
条
)
、
⑮
詩
明
前
紀
、
⑯
皇
極
三
年
正
月
朔
日
、
⑰
斉
明
六
年
十
月
、
⑱
天
武
前
紀
、
⑲
天
武
元
年
六
月
丙
戌
〉
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
大
王
や
天
皇
の
王
宮
内
に
社
稷
の
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
架
空
の
天
皇
、
摂
政
に
関
す
る
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
日
本
書
紀
』
の
「社
稷
」
の
表
記
は
、
い
ず
れ
も
中
国
文
献
に
学
ん
で
、
編
纂
者
た
ち
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
そ
の
初
例
で
あ
る
①
に
は
、
「謀
反
し
て
社
稷
を
危
め
む
と
欲
す
」
と
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
唐
の
名
例
律
の
「謀
反
、
社
稷
を
危
め
む
を
謀
る
　ほ
　
を
謂
ふ
」
に
依
拠
し
た
表
記
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
日
本
の
養
老
律
の
名
例
律
八
虐
条
は
、
「社
稷
」
を
「国
家
」
に
変
え
、
「謀
反
、
国
家
を
危
め
む
を
謀
る
を
謂
ふ
」
と
し
て
い
る
。
大
宝
律
の
条
文
は
不
明
だ
が
、
養
老
律
と
同
一
で
あ
っ
た
も
う
た
可
能
性
が
高
い
)。
⑪
の
「宗
廟
を
獲
ち
奉
け
て
社
稷
を
危
め
ず
」
や
、
⑭
の
憲
法
の
第
七
条
の
「社
稜
危
か
ら
ず
」
も
、
同
様
に
名
例
律
に
依
拠
し
た
表
記
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
次
に
③
に
は
、
「皇
后
、
天
下
の
為
に
宗
廟
社
稷
を
安
み
せ
む
所
以
を
計
り
ま
す
。
且
罪
臣
下
に
及
ば
じ
と
の
た
ま
ふ
。
頓
首
し
て
詔
を
奉
ら
む
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
漢
書
』
高
后
紀
の
「皇
太
后
、
天
下
の
為
に
宗
廟
社
稷
を
安
み
せ
む
所
以
を
計
り
ま
す
こ
と
甚
だ
深
し
。
頓
首
し
て
詔
を
奉
ら
む
」
に
依
拠
し
ハぼ
　
た
表
記
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
⑤
に
は
「宗
廟
社
稷
に
奉
へ
ま
つ
る
こ
と
は
重
事
な
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
『
漢
書
』
文
帝
紀
の
「高
帝
社
稷
に
奉
へ
ま
つ
る
こ
と
は
重
事
な
り
」
に
依
拠
し
た
表
記
で
あ
る
こ
と
　ロ
　
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
⑦
の
「宗
廟
社
稷
に
奉
へ
ま
つ
る
こ
と
は
重
事
な
り
」
や
、
⑮
の
「社
稷
宗
廟
は
重
事
な
り
」
も
類
同
の
表
現
で
、
同
じ
典
拠
に
基
づ
く
表
現
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
仏
教
伝
来
記
事
の
「社
稷
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
『
日
本
書
紀
』
の
一
連
の
「社
稷
」
の
表
記
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
た
だ
、
中
国
の
仏
書
に
「社
稷
」
の
語
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
注
意
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
『
経
律
異
相
』
『
弁
正
論
』
『
続
高
僧
伝
』
『
広
弘
明
集
』
『
法
苑
珠
林
』
な
ど
が
そ
れ
で
、
た
と
え
ば
『
経
律
異
相
』
巻
二
十
九
(大
五
三
、
一
五
七
A
)
に
は
'
「長
生
し
て
社
稷
を
安
み
せ
む
と
す
る
も
の
な
り
(中
略
)
長
く
社
櫻
を
保
つ
べ
し
」
と
、
『
広
弘
明
集
』
巻
一
二
(大
五
二
、
一
七
〇
B
)
に
は
「今
の
国
家
の
宗
廟
社
稷
の
類
は
皆
然
る
也
」
と
見
え
る
。
仏
教
伝
来
記
事
の
作
文
者
が
何
に
依
拠
し
て
「社
稷
」
の
語
を
用
い
た
の
か
を
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
外
典
で
は
な
く
、
仏
書
に
依
拠
し
て
こ
の
語
を
用
い
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
文
献
に
依
拠
し
た
表
記
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
国
神
仏
教
伝
来
記
事
に
は
、
物
部
尾
輿
と
中
臣
鎌
子
が
、
「蕃
神
」
を
拝
ん
だ
な
ら
「国
神
」
が
怒
り
を
な
す
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
を
「奏
日
」
し
た
と
あ
る
。
こ
こ
の
「国
神
」
は
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
の
「
国
神
」
は
「蕃
神
」
の
対
立
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
西
蕃
の
神
に
対
す
る
わ
が
国
の
神
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
「国
神
」
の
使
用
例
が
十
一
例
見
え
る
〈①
神
代
紀
第
八
段
本
文
、
②
第
九
段
本
文
、
③
第
九
段
一
書
σ
一
、
④
同
、
⑤
第
九
段
一
書
の
二
、
⑥
第
九
段
一
書
の
六
、
⑦
神
武
前
紀
甲
寅
年
十
月
辛
酉
、
⑧
同
戊
午
年
八
月
乙
未
、
⑨
雄
略
七
年
是
歳
、
⑩
仏
教
伝
来
記
事
、
⑪
用
明
二
年
四
月
丙
午
〉
。
そ
の
う
ち
の
六
例
は
神
代
紀
、
二
例
は
神
武
前
紀
の
表
記
で
あ
っ
て
、
神
々
の
世
界
の
話
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
地
上
の
神
、
土
着
の
神
を
意
味
し
て
お
り
、
「
天
神
」
(高
天
原
の
神
)
と
対
に
な
る
、
反
対
概
念
の
言
葉
と
な
っ
あ
し
な
つ
ち
あ
ま
の
さ
ぐ
め
う
ず
ひ
こ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
①
の
「脚
摩
乳
」
、
②
の
「天
探
女
」
、
⑦
の
「珍
彦
」
、
い
ひ
か
⑧
の
「井
光
」
の
よ
う
に
、
国
神
の
名
が
固
有
名
詞
で
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
⑨
⑩
⑪
の
三
例
は
少
し
使
い
方
が
異
な
る
。
⑨
は
、
日
本
の
天
皇
が
新
羅
追
討
の
た
め
に
百
済
に
弟
君
ら
を
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
「国
神
」
が
老
女
に
化
し
て
出
現
し
て
目
的
地
が
遠
い
と
告
げ
た
た
め
、
弟
君
ら
は
新
羅
を
討
た
ず
に
帰
国
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
国
神
」
は
、
百
済
の
国
の
神
、
土
着
の
神
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
⑩
は
仏
教
伝
来
記
事
で
、
「蕃
神
」
と
対
に
な
る
反
対
概
念
と
し
て
、
自
国
の
神
、
土
着
の
神
を
「
国
神
」
の
語
で
あ
ら
わ
じ
て
い
る
。
⑪
も
仏
教
興
隆
派
と
廃
仏
派
の
対
立
を
描
く
記
事
の
一
つ
で
、
「他
国
神
」
の
反
対
概
念
と
し
て
「国
神
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
①
～
⑧
の
「
国
神
」
は
天
神
(天
の
神
)
に
対
す
る
土
着
の
国
の
神
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
⑨
～
⑪
の
「国
神
」
は
他
国
の
神
に
対
す
る
自
国
の
神
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
両
者
と
も
土
着
の
神
、
そ
の
国
の
神
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
若
干
の
差
異
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
前
者
は
『
日
本
書
紀
』
の
β
群
の
巻
(巻
一
～
十
三
、
二
十
二
～
二
十
三
、
二
十
八
～
二
十
九
)
に
見
ら
れ
、
後
者
は
α
群
の
巻
(巻
十
四
～
一
一十
一
、
二
十
四
～
　ゆ
　
二
十
七
)
に
見
ら
れ
る
表
記
で
あ
る
。
さ
て
、
経
典
や
中
国
の
仏
書
を
調
べ
て
み
る
に
、
こ
の
「
国
神
」
と
い
う
語
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
わ
ず
か
に
、
『
高
僧
伝
』
巻
十
の
「渉
公
伝
」
(三
八
九
B
c
)
に
こ
の
語
の
使
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
前
秦
の
皇
帝
の
符
堅
が
渉
公
の
こ
と
を
重
視
し
、
「堅
、
奉
じ
て
国
神
と
為
す
。
士
庶
皆
身
を
投
じ
足
に
接
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
高
僧
伝
』
の
「神
異
」
の
巻
(巻
九
、
+
)
に
は
、
「天
神
」
の
語
も
見
え
る
か
ら
(
「竺
仏
図
澄
伝
」
「安
慧
則
伝
」
)
、
こ
の
「
国
神
」
の
語
も
気
に
な
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
「渉
公
」
と
い
う
人
間
を
「
国
神
」
と
し
て
あ
が
め
た
と
い
う
用
い
方
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
『
日
本
書
紀
』
の
「国
神
」
と
は
意
味
が
か
な
り
異
な
る
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
す
れ
ば
、
仏
教
伝
来
記
事
の
「
国
神
」
は
、
直
接
中
国
文
献
に
依
拠
し
て
用
い
ら
れ
た
表
現
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
私
は
、
⑩
と
⑪
の
二
例
は
、
「竺
仏
図
澄
伝
」
の
「外
国
之
神
」
(『
広
弘
明
集
』
で
は
「外
国
神
」
と
表
記
)
に
依
拠
し
た
も
の
で
、
⑩
で
は
外
国
神
の
こ
と
を
「蕃
神
」
、
⑪
で
は
「他
国
神
」
と
表
現
し
、
そ
れ
に
対
立
す
る
自
国
の
神
の
こ
と
を
、
「外
」
の
文
字
を
除
外
し
て
、
「国
神
」
と
表
現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
家
を
浄
捨
し
て
寺
と
為
す
　
仏
教
伝
来
記
事
は
、
続
け
て
、
天
皇
は
百
済
の
聖
明
王
か
ら
贈
ら
れ
た
物
品
を
蘇
我
稲
目
に
授
け
て
礼
拝
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
記
し
て
い
る
。
稲
目
は
、
そ
れ
ら
を
小
墾
田
の
家
に
安
置
し
て
ま
つ
り
、
や
が
て
向
原
の
家
を
浄
捨
し
て
寺
と
し
た
と
い
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
事
態
の
進
展
は
、
私
に
は
い
か
に
も
作
為
的
で
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
は
た
し
て
百
済
王
が
公
式
の
外
交
ル
ー
ト
に
て
贈
っ
た
聖
な
る
物
品
を
、
君
主
自
ら
が
ま
つ
ら
ず
に
、
臣
下
に
与
え
て
そ
の
私
宅
で
ま
つ
ら
せ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
史
実
と
し
て
あ
り
う
る
の
か
、
は
な
は
だ
不
審
で
あ
る
。
も
っ
と
も
仏
教
伝
来
記
事
は
百
済
を
「西
蕃
」
と
記
し
、
文
書
で
は
「表
」
の
形
式
を
と
ら
せ
る
な
ど
、
臣
下
の
国
家
と
位
置
づ
け
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
な
ら
、
こ
う
し
た
話
の
展
開
も
あ
り
う
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
対
等
の
外
交
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
稲
目
は
「
家
」
を
「浄
捨
」
し
て
「
寺
」
に
し
た
と
い
う
が
、
家
(宅
)
を
捨
し
て
寺
に
す
る
と
い
う
の
は
、
中
国
の
仏
書
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
常
套
的
な
表
現
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
十
四
「僧
伽
跋
摩
伝
」
に
は
、
「景
平
元
年
、
平
陸
の
令
許
桑
、
宅
を
捨
し
て
刹
を
建
つ
。
因
り
て
平
陸
寺
と
名
く
」
(大
五
五
、
一
〇
四
C
)
と
あ
る
(『
高
僧
伝
』
巻
三
に
も
同
様
の
記
述
)
。
ま
た
、
『
高
僧
伝
』
を
見
る
と
、
巻
五
「曇
翼
伝
」
に
「晋
の
長
沙
の
太
守
、
騰
含
、
江
陵
に
於
い
て
、
宅
を
捨
し
て
寺
と
為
し
」
(大
五
〇
、
三
五
五
c
)
と
、
巻
八
「道
慧
伝
」
に
「宅
を
捨
し
て
福
を
為
し
、
遠
く
精
舎
を
建
つ
」
(同
三
七
五
C
)
と
、
巻
十
三
「法
願
伝
」
に
「太
始
六
年
、
佼
長
生
、
宅
を
捨
し
て
寺
と
為
し
]
(同
四
一
七
A
)
な
ど
と
見
え
る
。
さ
ら
に
、
楊
衒
之
『
洛
陽
伽
藍
記
』
を
見
る
と
、
巻
一
に
「
池
の
西
南
に
願
会
寺
あ
り
、
中
書
侍
郎
の
王
翊
、
宅
を
捨
し
て
立
つ
る
所
也
」
(大
五
一
、
一
〇
〇
三
c
)
と
、
巻
二
に
「
子
休
、
遂
に
宅
を
捨
し
て
霊
応
寺
と
為
す
」
(同
一
〇
〇
六
A
)
、
「後
に
宅
を
捨
し
て
建
中
寺
と
為
す
」
(
一
〇
〇
九
A
)
と
、
巻
三
に
「宅
を
捨
し
て
以
て
寺
と
為
す
」
(
一
〇
　
三
A
)
と
、
巻
四
に
「沖
覚
寺
は
、
大
傅
清
河
王
懌
、
宅
を
捨
し
て
立
つ
る
所
也
」
(
一
〇
一
三
c
)
、
「梁
氏
、
惶
懼
し
て
宅
を
捨
し
て
寺
と
為
す
」
(
一
〇
一
六
A
)
な
ど
と
見
え
る
。
次
に
、
道
宣
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
九
「僧
明
伝
」
に
は
、
「鷹
、
聞
き
て
各
を
懺
ひ
て
、
即
ち
宅
を
捨
し
て
寺
と
為
し
」
(大
五
〇
、
六
二
九
B
)
と
あ
り
、
同
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
中
巻
第
七
、
中
巻
第
十
二
に
も
「宅
を
捨
し
て
寺
と
為
す
」
(大
五
二
、
四
一
五
B
、
四
一
七
A
)
と
あ
り
、
同
『
釈
迦
方
志
』
巻
一
に
も
「像
、
遂
に
夜
に
至
り
て
乃
ち
宅
を
捨
し
て
寺
と
為
し
」
(大
五
一
、
九
五
一
A
)
と
見
え
る
。
宅
を
捨
(喜
捨
)
し
て
寺
院
と
す
る
と
い
う
の
は
、
中
国
仏
教
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
一
般
的
な
営
為
で
、
史
料
的
に
も
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
仏
教
伝
来
記
事
の
「家
を
浄
捨
し
て
寺
と
為
す
」
は
、
中
国
仏
教
の
知
識
に
基
づ
き
、
仏
書
に
依
拠
し
て
記
述
さ
れ
た
も
の
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
廃
仏
の
報
仏
教
伝
来
記
事
で
は
、
蘇
我
稲
目
が
仏
像
を
安
置
し
、
寺
院
を
建
立
す
る
と
、
疫
病
が
発
生
し
、
民
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
物
部
尾
輿
と
中
臣
鎌
子
が
廃
仏
を
行
な
う
よ
う
天
皇
に
「奏
」
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
は
「奏
に
依
れ
」
と
こ
れ
を
許
可
し
た
。
こ
う
し
て
、
仏
像
は
難
波
の
堀
江
に
棄
て
ら
れ
、
伽
藍
は
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
廃
仏
は
尾
輿
、
鎌
子
の
進
言
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
最
終
的
に
は
天
皇
に
よ
っ
て
決
定
、
執
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
最
初
の
廃
仏
が
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
す
る
と
、
天
に
風
雲
も
な
い
の
に
、
た
ち
ま
ち
大
殿
に
「災
」
が
お
こ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
天
皇
の
宮
殿
に
火
災
が
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
廃
仏
に
対
し
て
の
報
が
下
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
バ
チ
が
当
た
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
敏
達
天
皇
も
物
部
守
屋
と
中
臣
勝
海
の
進
言
を
聞
き
入
れ
て
「仏
法
を
や
め
よ
」
と
い
う
「詔
」
を
発
布
し
た
と
あ
る
。
廃
仏
令
の
発
布
で
あ
る
。
す
る
と
、
天
皇
と
守
屋
は
た
ち
ま
ち
「瘡
」
の
病
と
な
り
、
天
皇
は
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
報
の
思
想
で
、
仏
罰
が
下
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
中
国
の
仏
書
を
見
る
と
、
廃
仏
を
行
な
っ
た
北
魏
の
太
武
帝
は
、
『
広
弘
明
集
』
巻
六
(
一
二
四
C
)
で
は
、
「悪
疾
」
に
か
か
り
、
殺
さ
れ
て
崩
じ
た
と
記
さ
れ
い
き
れ
、
北
周
の
武
帝
も
、
巻
十
(
一
五
三
C
)
で
、
「
癘
気
」
が
内
に
満
ち
、
身
は
そ
う
「瘡
」
と
な
っ
て
崩
じ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
法
苑
珠
林
』
巻
九
十
八
に
は
、
し
し
レ
ゼ
ラ
ゴ
ラ
カ
く
オ
ノ
ほ
レ
　
ノ
二
人
の
廃
仏
君
主
と
五
胡
の
夏
の
赫
連
勃
勃
に
つ
い
て
「
こ
の
三
君
、
仏
法
を
滅
ぼ
す
が
た
め
に
、
皆
久
し
き
を
得
ず
し
て
、
身
は
癩
瘡
を
患
い
、
死
し
て
地
獄
に
入
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「瘡
」
は
「癩
」
と
同
様
、
悪
業
の
報
と
し
て
か
か
る
病
、
つ
ま
り
業
病
に
他
な
ら
な
い
。
私
は
、
敏
達
が
廃
仏
を
行
な
っ
た
た
め
「瘡
」
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
な
ど
と
い
う
の
は
、
仏
書
に
依
拠
し
た
創
作
だ
と
評
価
し
て
い
る
。
同
様
に
、
廃
仏
の
報
と
し
て
大
殿
が
火
災
と
な
っ
た
と
い
う
記
述
も
創
作
で
、
そ
れ
は
熱
心
な
仏
法
護
持
者
あ
る
い
は
僧
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
記
　ロ
ソ
述
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
臣
下
の
礼
以
上
、
一
通
り
仏
教
伝
来
記
事
を
検
討
し
て
き
た
が
、
全
体
を
見
渡
し
て
あ
ら
た
め
て
疑
問
に
感
じ
る
の
が
、
百
済
王
が
「表
」
の
形
式
で
意
思
を
伝
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
表
文
で
は
、
聖
明
王
は
自
ら
を
「臣
明
」
と
称
し
、
使
者
を
「陪
臣
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
臣
下
の
礼
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
当
時
の
実
際
の
国
際
関
係
か
ら
す
る
と
は
な
は
だ
不
審
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ハ　
　
ま
た
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
使
者
の
肩
書
き
と
名
前
に
も
疑
問
が
あ
る
。
使
者
は
「西
部
姫
氏
達
率
怒
?
斯
致
契
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「達
率
」
は
百
済
の
十
六
等
官
の
第
二
品
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
外
交
使
節
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
高
官
で
、
他
に
例
も
な
く
、
不
審
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
姓
を
「姫
氏
」
と
記
し
、
「氏
」
を
つ
け
た
表
記
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
書
き
方
も
異
例
で
不
審
で
あ
る
。
「姫
氏
」
と
い
う
姓
が
周
公
の
姓
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
気
に
か
か
る
。
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
官
品
は
姓
名
の
上
に
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
な
の
に
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
も
不
審
で
あ
る
。
こ
の
百
済
の
使
者
は
、
実
在
し
な
い
、
創
作
上
の
人
物
と
す
べ
き
だ
と
思
う
。
百
済
王
が
な
ぜ
臣
下
の
礼
を
と
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
次
項
で
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
神
功
皇
后
紀
と
の
内
的
関
係
　
仏
教
伝
来
記
事
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
内
部
で
は
、
巻
九
の
神
功
皇
后
紀
と
深
く
連
関
し
て
い
る
。
両
者
の
連
関
は
、
①
用
語
、
②
筋
立
て
の
連
続
性
、
の
二
点
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
。
最
初
に
用
語
で
あ
る
が
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
「歓
喜
踊
躍
」
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
仏
教
伝
来
記
事
と
神
功
皇
后
紀
の
二
箇
所
に
し
か
こ
の
語
は
用
い
く
て
ら
れ
て
い
な
い
。
神
功
皇
后
五
十
年
五
月
条
に
、
「久
氏
等
、
奏
し
て
曰
く
、
『
天
こ
つ
た
く
へ
い
ゆ
う
た
朝
の
鴻
沢
、
遠
く
弊
邑
に
及
び
、
吾
が
王
歓
喜
踊
躍
し
て
、
心
に
任
へ
ず
。
故
、
ま
こ
と
お
よ
い
ず
れ
つ
か
え
ま
つ
還
使
に
因
り
て
至
誠
を
致
せ
り
。
万
世
に
逮
ぶ
と
錐
も
、
何
の
年
に
か
朝
ら
お
も
う
こ
と
ざ
ら
む
』
と
。
皇
太
后
、
勅
し
て
云
は
く
、
『
善
き
哉
、
汝
が
言
。
是
朕
が
懐
な
り
』
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
他
に
も
神
功
皇
后
紀
の
二
箇
所
に
「歓
喜
」
の
語
が
見
え
る
。
仏
教
伝
来
記
事
の
「歓
喜
踊
躍
」
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
文
章
を
用
い
る
中
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
「歓
喜
踊
躍
」
と
い
う
文
言
は
他
に
も
『
法
華
経
』
讐
喩
品
に
見
え
、
『
日
本
書
紀
』
注
釈
書
の
中
に
は
神
功
皇
后
紀
の
「歓
喜
踊
躍
」
の
典
拠
を
『
法
華
経
』
だ
と
説
明
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
『
日
本
書
紀
』
に
二
箇
所
だ
け
見
ら
れ
る
こ
の
語
は
、
同
じ
典
拠
、
す
な
わ
ち
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
基
づ
い
て
同
一
人
に
よ
っ
て
作
文
さ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
右
の
記
事
に
は
ま
た
「奏
日
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
れ
も
仏
教
伝
来
記
事
と
共
通
す
る
表
現
で
あ
る
が
、
同
一
人
に
よ
っ
て
編
纂
段
階
で
記
さ
れ
た
も
の
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
「善
哉
、
汝
言
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
経
典
に
頻
出
す
る
類
の
表
現
で
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
も
「○
○
言
、
善
哉
」
と
か
「善
哉
善
哉
、
汝
○
○
」
の
よ
う
に
見
え
る
。
さ
す
れ
ば
、
右
に
引
用
し
た
神
功
皇
后
紀
の
一
節
は
、
編
纂
段
階
で
作
文
さ
れ
た
文
章
と
す
る
べ
き
で
、
そ
の
作
文
者
は
経
典
、
仏
書
に
造
詣
の
深
い
人
物
で
、
仏
教
伝
来
記
事
の
作
文
者
と
同
一
人
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
両
者
に
は
、
ま
た
「西
蕃
」
「社
稷
」
「
三
韓
」
「群
臣
」
な
ど
、
注
目
す
べ
き
共
通
の
用
語
が
複
数
見
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
が
「西
蕃
」
の
語
で
あ
る
。
仏
教
伝
来
記
事
に
は
こ
の
語
が
二
回
用
い
ら
れ
、
記
事
全
体
を
規
定
す
る
キ
イ
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
が
、
神
宮
皇
后
紀
に
お
い
て
も
こ
の
語
は
キ
イ
ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
こ
の
語
が
七
箇
所
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
神
功
皇
后
紀
(三
箇
所
)
と
欽
明
紀
(四
箇
所
)
で
あ
る
。
神
功
皇
后
紀
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
編
の
ほ
と
ん
ど
が
朝
鮮
半
島
と
の
戦
争
や
外
交
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
皇
后
は
「西
」
を
征
め
る
こ
と
を
決
意
し
て
新
羅
攻
撃
の
た
め
の
軍
を
進
め
た
。
軍
が
到
着
す
る
と
、
新
羅
王
は
「東
」
の
「神
国
」
「
日
本
」
の
「
聖
王
」
で
あ
る
「
天
皇
」
の
「神
兵
」
が
来
　の
　
た
こ
と
に
恐
れ
を
な
し
、
戦
わ
ず
し
て
た
だ
ち
に
降
伏
し
、
叩
頭
謝
罪
し
て
以
後
は
日
本
に
多
量
の
「
調
」
を
「春
秋
」
に
朝
貢
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
高
麗
、
百
済
の
二
国
の
王
は
そ
の
様
子
を
偵
察
さ
せ
て
い
た
が
、
勝
ち
目
が
な
い
こ
と
を
さ
と
る
と
、
王
自
ら
軍
営
の
外
ま
で
来
て
叩
頭
謝
罪
し
て
、
今
よ
り
以
後
、
永
く
「
西
蕃
」
と
称
し
て
朝
貢
を
絶
や
し
ま
せ
ん
と
申
し
述
べ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
「内
官
家
」
を
定
め
た
の
が
「三
韓
」
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
(摂
政
前
紀
〉
。
こ
れ
が
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「西
蕃
」
の
語
の
最
初
の
用
例
で
あ
る
。
次
に
四
十
九
年
条
に
は
、
百
済
王
は
今
よ
り
以
後
、
千
秋
万
歳
に
絶
え
る
こ
と
な
く
、
窮
ま
る
こ
と
な
く
、
常
に
「西
蕃
」
と
称
し
て
「春
秋
」
に
朝
貢
し
ま
す
と
盟
っ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
五
十
一
年
条
に
も
、
百
済
王
の
父
子
は
、
共
に
額
を
地
に
つ
け
て
、
貴
国
の
鴻
恩
が
天
地
よ
り
も
重
い
と
い
う
こ
と
を
い
ず
れ
の
日
、
い
ず
れ
の
時
に
も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
「臣
」
と
し
て
下
に
あ
り
、
永
く
「西
蕃
」
と
な
っ
て
二
心
は
い
だ
き
ま
せ
ん
と
申
し
述
べ
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
話
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
史
話
で
あ
る
が
、
七
一
二
年
の
『
古
事
記
』
を
見
る
と
、
「西
蕃
」
も
「社
稷
」
も
「三
韓
」
も
「群
臣
」
も
一
切
な
く
、
そ
も
そ
も
神
功
皇
后
に
よ
る
朝
鮮
半
島
制
圧
の
記
述
自
体
が
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
少
量
、
簡
略
で
あ
る
。
神
功
皇
后
紀
の
朝
鮮
半
島
と
の
戦
争
、
外
交
の
長
々
し
い
記
述
は
、
そ
れ
ゆ
え
『
古
事
記
』
成
立
以
後
に
新
し
く
作
文
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
仏
教
伝
来
記
事
は
そ
う
し
た
記
述
を
承
け
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
話
が
展
開
し
て
い
る
。
欽
明
が
「群
臣
」
に
「西
蕃
の
献
じ
た
仏
」
を
礼
う
か
い
な
か
問
う
た
と
い
う
「西
蕃
」
は
、
百
済
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
蘇
我
稲
目
の
「奏
」
の
言
う
「西
蕃
諸
国
」
は
、
百
済
、
新
羅
、
高
句
麗
の
「
三
韓
」
を
指
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
用
語
が
合
致
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
話
の
展
開
自
体
が
連
続
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
百
済
王
が
仏
像
等
を
「献
」
じ
て
「表
」
で
意
思
を
伝
え
た
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
文
中
の
「臣
明
」
や
「陪
臣
」
と
い
う
表
現
も
、
百
済
王
が
日
本
の
臣
下
と
な
り
、
「西
蕃
」
と
な
っ
て
朝
貢
を
盟
っ
た
と
い
う
神
功
皇
后
紀
の
話
の
連
続
線
上
に
あ
る
。
仏
像
等
は
、
臣
下
と
な
り
、
西
蕃
を
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
百
済
王
が
朝
貢
の
品
と
し
て
献
じ
た
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
そ
れ
に
副
え
た
文
書
も
表
の
形
式
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
原
資
料
の
存
否
以
上
、
仏
教
伝
来
記
事
に
は
、
八
世
紀
初
頭
に
漢
訳
さ
れ
た
経
典
の
文
章
が
用
い
ら
れ
、
他
に
も
仏
書
に
依
拠
し
た
と
見
ら
れ
る
表
現
が
い
く
つ
も
あ
る
。
ま
た
、
廃
仏
に
対
す
る
報
が
下
さ
れ
る
と
い
う
思
想
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
百
済
を
臣
下
、
西
蕃
と
位
置
づ
け
る
思
想
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
神
功
皇
后
紀
の
記
述
と
内
的
に
連
関
し
て
い
る
。
仏
教
伝
来
記
事
に
つ
い
て
は
、
近
年
で
も
、
編
纂
者
に
よ
る
修
飾
が
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
何
ら
か
も
と
も
と
の
原
資
料
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
想
定
す
る
見
解
が
　カ
ソ
あ
る
。
そ
の
原
資
料
を
編
纂
段
階
で
増
補
潤
色
し
た
も
の
が
今
見
る
記
事
の
文
章
だ
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
そ
う
は
考
え
な
い
。
原
資
料
な
る
も
の
の
存
在
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
想
定
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
し
、
ま
た
仏
教
伝
来
記
事
か
ら
編
纂
段
階
で
の
文
章
、
文
言
、
思
想
を
除
去
し
て
い
く
と
、
結
果
と
し
て
ほ
と
ん
ど
何
も
残
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
聖
明
王
の
「表
」
な
る
も
の
が
存
在
ハほ
　
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
な
ら
ば
そ
れ
に
応
え
た
と
い
う
「詔
」
の
文
も
あ
っ
た
は
ず
が
な
い
。
神
功
皇
后
紀
の
記
述
と
仏
教
伝
来
記
事
と
が
内
的
に
連
関
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
原
資
料
に
基
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
な
が
り
の
話
と
し
て
、
一
つ
の
構
想
・
表
現
の
も
と
に
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
原
資
料
が
存
在
し
、
そ
れ
に
増
補
潤
色
が
な
さ
れ
て
今
見
る
記
事
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
仏
教
伝
来
記
事
は
、
編
纂
者
が
全
く
新
し
く
作
文
し
た
も
の
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
仏
教
伝
来
記
事
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
一
連
の
記
事
は
、
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
の
か
。
次
に
本
題
と
い
う
べ
き
こ
の
課
題
に
つ
い
て
　れ
　
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
[注
]
(1
)
『
日
本
書
紀
』
仏
教
伝
来
記
事
に
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
文
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
敷
田
年
治
『
日
本
紀
標
柱
』
(
一
八
九
一
年
)
お
よ
び
飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釋
』
(
【
八
九
九
年
)
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
藤
井
顕
孝
「欽
明
紀
の
仏
教
伝
来
の
記
事
に
つ
い
て
」
(『
史
学
雑
誌
』
三
六
-
八
、
一
九
二
五
年
)
が
さ
ら
に
明
確
に
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
(2
)
井
上
薫
『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
。
(3
)
拙
稿
「『
日
本
書
紀
』
と
道
慈
」
『
古
代
仏
教
を
よ
み
な
お
す
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
。
(4
)
皆
川
完
一
「道
慈
と
『
日
本
書
紀
』」
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
四
七
、
二
〇
〇
二
年
。
(5
)
拙
稿
「道
慈
の
文
章
」
(大
山
誠
一
編
『
聖
徳
太
子
の
真
実
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
)。
(6
)
勝
浦
令
子
「『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
舶
載
時
期
」
(続
日
本
紀
研
究
会
編
『
続
日
本
紀
の
諸
相
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
)
も
皆
川
説
を
継
承
し
て
、
道
慈
以
前
に
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
が
舶
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
注
5
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
仮
に
初
伝
で
な
く
、
二
伝
、
三
伝
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
道
慈
帰
国
以
後
は
彼
を
中
心
に
同
経
が
称
揚
、
重
視
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
用
い
て
『
日
本
書
紀
』
を
述
作
し
た
の
は
道
慈
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
(7
)
田
村
圓
澄
「末
法
思
想
の
形
成
」
『
史
淵
』
六
三
、
一
九
五
四
年
、
「欽
明
十
三
年
仏
教
渡
来
説
と
末
法
思
想
」
『
日
本
歴
史
』
一
七
八
、
一
九
六
三
年
。
益
田
宗
「欽
明
天
皇
十
三
年
仏
教
渡
来
説
の
成
立
」
(坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会
編
『古
代
史
論
集
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
)。
(8
)
北
條
勝
貴
「崇
・
病
・
仏
神
『
日
本
書
紀
』
崇
仏
論
争
と
『
法
苑
珠
林
』
1
」
(あ
た
ら
し
い
古
代
史
の
会
編
『
王
権
と
信
仰
の
古
代
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
)
は
、
す
で
に
『
日
本
書
紀
』
の
一
連
の
「崇
仏
論
争
」
記
事
が
史
実
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、
『
法
苑
珠
林
』
な
ど
を
参
照
し
て
述
作
さ
れ
た
話
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
(9
)
道
宣
に
つ
い
て
は
、
山
崎
宏
『
階
唐
仏
教
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
六
七
年
。
藤
善
真
澄
『道
宣
伝
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
。
(10
)
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証
』
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
。
河
村
秀
根
・
益
根
『
書
紀
集
解
』
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年
。
(1
)
瀬
間
正
之
『
記
紀
の
文
字
表
現
と
漢
訳
仏
典
』
(お
う
ふ
う
、
一
九
九
四
年
)
は
、
『
古
事
記
』
の
「形
姿
威
儀
」
「形
姿
美
麗
」
「姿
容
之
端
正
」
な
ど
の
典
拠
と
し
て
『
経
律
異
相
』
の
類
型
表
現
を
多
数
指
摘
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「面
貌
端
厳
」
(大
五
三
、
一
〇
九
B
)
を
指
摘
し
て
い
る
。
(12
)
津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年
。
(13
)
中
国
古
代
の
社
や
土
地
神
に
つ
い
て
は
、
池
田
末
利
『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
制
度
と
思
想
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
。
池
田
雄
一
「中
国
古
代
の
「社
制
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
三
上
次
男
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
・
考
古
学
論
集
』
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室
、
一
九
七
九
年
。
(
14
)
菊
池
英
夫
「唐
代
敦
煌燵
社
会
の
外
貌
」
(池
田
温
編
『
講
座
敦
煌煙
3
敦
煌
の
社
会
』
(大
東
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
)
、
丸
山
裕
美
子
「天
皇
祭
祀
の
変
容
」
(日
本
の
歴
史
八
『
古
代
天
皇
制
を
考
え
る
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
)。
(
15
)
坂
本
太
郎
他
『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
。
小
島
憲
之
他
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
日
本
書
紀
』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。
(16
)
前
掲
『書
紀
集
解
』
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
』
、
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
日
本
書
紀
』。
(17
)
前
掲
『
日
本
書
紀
通
証
』
、
『
書
紀
集
解
』
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
』
、
『
新
編
目
本
古
典
文
学
全
集
日
本
書
紀
』
な
ど
。
(18
)
『
日
本
書
紀
』
の
巻
ご
と
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
太
田
善
麿
『
古
代
日
本
文
学
思
潮
Ⅲ
―
日
本
書
紀
の
考
察
ｌ
』
南
雲
堂
桜
楓
社
、
一
九
六
二
年
。
森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』
中
公
新
書
、
一
九
九
九
年
。
(19
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「古
代
仏
教
史
再
考
」
(前
掲
『
古
代
仏
教
を
よ
み
な
お
す
』
)
で
も
指
摘
し
た
。
(20
)
前
掲
『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
』、
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
日
本
書
紀
』
。
(21
)
「天
皇
」
「
日
本
」
に
つ
い
て
の
私
見
は
、
拙
稿
「
天
皇
制
度
の
成
立
と
日
本
国
の
誕
生
」
(前
掲
『
古
代
仏
教
を
よ
み
な
お
す
』
)。
(2
)
曾
根
正
人
『
聖
徳
太
子
と
飛
鳥
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
。
(23
)
益
田
宗
注
7
論
文
は
「上
表
文
が
捏
造
」
だ
と
説
き
、
「後
人
の
粉
飾
多
い
記
事
」
だ
と
論
じ
て
い
る
。
(24
)
小
論
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
「『
日
本
書
紀
』
を
考
え
る
会
」
(於
、
成
城
大
学
)
に
お
い
て
報
告
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
会
で
同
日
に
報
告
さ
れ
た
北
條
勝
貴
氏
の
御
論
が
は
や
ば
や
と
注
8
論
文
と
し
て
文
章
化
さ
れ
た
の
に
対
し
、
拙
論
は
発
表
に
手
間
取
り
、
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
延
し
て
し
ま
っ
た
。
北
條
勝
貴
論
と
拙
論
に
は
関
連
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
あ
わ
せ
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。
(
つ
づ
く
)
